
 

 

 

 

 

●工賃支払い実績 

2014 年 10 月  24,462 円（13 人） 

2014 年 11 月  18,290 円（17 人） 

ボーナス 12 月 6,294(16 人) 

 

●就労移行支援 

一般就労への支援実績 

2014 年 10 月 1 日 1 名就労 

 

●職場見学に行きました 

 2014 年 10 月 31 日 

 ものづくり博に行きました。ものづくり

の最新情報を見学しました。 

 

●2014 年 11 月から QC 活動を始めました 

 作業室の整理整頓を利用者、職員で協力

して行い、作業効率の向上と工賃アップを

目指します。 

 

●2014 年 12 月 10 日レクレーション 

 大石先生ほか 7 名の方による大正琴、二

胡の演奏と利用者と職員によるダンスと漫

才を行ないました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●2014 年 12 月 13 日 

 14 時半から名古屋医専の平松先生におこ

しいただき、雇用保険と労災保険について

の講義をしていただきました。WRAP を紹介

しているWRAPVIVIというボランティア団体

（主催椎名）に輝望の場所を提供し開催し

ました。輝望の職員 5名、医療福祉関係者 4

名と福井朗子さんが参加してくださいまし

た。 

 

●2014 年 12 月 24 日 

山本晴久氏からケーキのプレゼントがあり、

みんなでガトー・フルール（フローラルビィ

レッジ内）のケーキを頂きました。 

 

●2014 年 12 月 26 日大掃除と「理事長と一

緒に忘年会」をしました 

 大掃除と忘年会（手巻き寿司）、利用者と

職員によるダンスと漫才を行ないました。

ボランティアの方が5名来て下さいました。 

 

●社会福祉協議会から「歳末助け合い運動」

義援金を施設と利用者に頂きました 

施設分 2万円は、12 月 26 日の忘年会と 1

月 6 日の新年会の費用として使用させてい

ただきました。 

          

●2014 年 12 月 18 日 16 時から研修会 

 ほっとぴあの出前講座がありました。江

川和郎氏にお越しいただき「福祉施設職員

として」というテーマでご講義を頂きまし

た。職員全員が参加しました。 
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●2014 年 12 月 8 日 消火器訓練をしまし

た 

 水消火器を使い、まとに水をあてる消火

訓練をしました。 

 

●2014 年 12 月 24 日から 26 日 

 特別支援学校 2 年生の自己実習のお受け

入れをいたしました。 

 

●2015 年 1 月 6 日新年会 

 13 時から、ビンゴゲーム、お汁粉づくり、

ゲーム（将棋、トランプなど）をしました。  

新年会の企画、必要物品の買い物などを利

用者さんも一緒になって準備しました。 

 

 

 

●2015 年 1 月 13 日から 10 日間 

 就労アセスメントの実習の受け入れをさ

せていただきました。 

 

●家族交流会を実施します 

 ご家族様に事業所にお越しいただき、日

ごろの活動の内容の報告、事業所内見学会

などをいたします。 

 日時 2015 年 2 月 11 日(祝) 

 13 時から 15 時ごろまで 

 ご都合がよろしければ、是非お越しくだ

さいませ。事前の申し込みなどは不要です。 

 

●SST をしています 

SST とは，社会生活技能訓練などとも呼ばれる

ことがあり，認知行動療法と社会学習理論を基盤

にした支援方法の一つです。社会の中で，相手か

ら自分の望むような反応（望むような回答，理解

など）を得るためには，一定の認知や行動（言

動）のスキルが必要です。人によっては何の苦も

なくできることであるが，一部の若者にとって

は，一定の知識を得て，訓練をして，初めてでき

るようになることであります。そのようなとき

に，必要な知識（どのような言動が望ましいかな

どの情報）を与え，練習（行動リハーサルなど，

ロールプレイなどを通して実際にやってみる体

験）できるように支援の順序とコツを定め，構造

化した支援の方法が SST です。興味がある方は一

度見学してみてください。

http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/h19-

2/html/5_4_5.html 

 

●WRAP をしています 

 WRAP とは、「元気回復行動プラン」と訳されて

います。精神的困難を経験した米国のメアリー・

エレン・コープランドさんを中心に考案された、

「自分自身が元気でいるために、自分自身で作成

する行動プラン」のことで、心身の変調に備え、元

気を回復するための方法を事前に自分で作ってお

く、「自分の取り扱い説明書」のようなものです。

WRAP は一人でも作ることができますが、WRAP クラ

スに参加することで、みんなで一緒に話し合った

り、仲間から支えられたりしながら作ることもで

きます。さらに WRAP クラスに参加し、他の参加者

の経験を聞くことにより、精神的に元気になり、

自分自身の望む生き方を自ら選択していくための

学びを得ることなどもできます。ご自分のセルフ

ケアに興味がある方は、一度見学してみてくださ

い。 


